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女性能楽の歴史－その初期段階について－ 

A History of Women’s Noh －On Its Early Stage－ 

 

宮西ナオ子 

MIYANISHI Naoko 
 

 

Abstract: Why were women ignored in the history of Noh? Why is Noh supposed to be 
an art of men?  Is it because of the leadership of men, the teachings of Confucianism, 

the feudal system, or other historical reasons?  This paper surveyed the reasons 
concerning the following items: ① The origin of Noh. ②Women’s role in its beginning. 

③The history of Japanese theatre arts until the Kamakura era. ④The dawn of 

women’s Noh. ⑤The appearance of Kan’ami. ⑥The increasing popularity of women’s 

Noh. ⑦Completion of Noh by Zeami.  Women have been involved in Noh since the 

time of its inception 650 years ago in the days of Kan’ami & Zeami.  But they have not 

been treated properly in its history.  There have been profound relationships between 

Noh and women.  The contribution of women to Noh in its early stages has been 

ignored in Noh history. 
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はじめに 

 
一般に 14・5 世紀の観阿弥・世阿弥以後今日に至るまで、能楽を継承してきたのは男性

であると考えられている。確かに今日まで名を成し、また現在能楽師として活躍している

演者は男性達である１。しかし、果たしてここに至るまでの能楽の継承者達は、男性だけで

あったのか。初期能楽を歴史的に考察した脇田晴子は、「中世には、女性芸能者がかくも優

勢に活躍した」歴史があり、「歌舞伎踊りの創始者は出雲の阿国というのに、なぜ伝統芸能
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は男性ばかりのものになってしまったのであろうか」２という疑問を提し、近世以後の男性

性を指摘し,「女人禁制になっていったのは、女歌舞伎や若衆歌舞伎を禁止したように、封

建社会における支配権力の秩序維持政策が大きいと思う」３とその背景を分析している。女

性が演じることは、その発生当初では不自然ではなかったが、「能楽や歌舞伎の芸能は、お

そらく何百年の中で、男性が演じるべき芸能として出来上がっていった」４と結論している。 

脇田が指摘したように、特に近世以降、女性能楽に関する問題は真正面から取り上げて

研究されなければならないと思われる。歴史的に見るとき、本格的な演能を希求し、つい

に実現した女性達は少なからず存在したし、今も存在するからである。 

そこで本論文では、女性能楽の発生を考察し、女性がいかに能楽とかかわってきたかを

考察するものである。 

 

１、能楽の発生 

 
能楽の起源について、野上豊一郎は、「能樂の起源については、年代をどこまで遡ってよ

いか、今日の研究では明確に言へないけれども、鎌倉時代の後期には能樂の原型ともいふ

べき初期能藝がすでに行われてゐたと考へられる。少なくとも吉野時代に行われてゐた能

藝は、後で室町時代に入って世阿彌の手で完成された能樂（當時はまだ猿樂の能藝と呼ば

れてゐた）と比較して形に於いて殆ど大差ないまでに進んでゐた」５といっている。その頃

の能芸は、猿楽の座でも、田楽の座でも演じていたといわれるが、さらに歴史を遡って考

えれば、「わが国の伝統芸能の根源は神楽から始まる」６と『女性芸能の源流』の中で脇田

晴子は述べている。すなわち「天の岩戸の 天 鈿 女 命
あまのうずめのみこと

の鎮魂の祭りに代表されるという

ことが、中世以来の定説であった」７ということで、「その芸能の源流として位置づけられ

た天鈿女命の天の岩戸での踊りは、現在のように、生きている人間の芸術・娯楽のためで

はなく、死者の鎮魂の祭りという宗教の儀式ともいうべきものであった」８という。能楽の

大成者である世阿弥も『風姿花伝』の「神儀云」に書いている。 
 

一、申楽、神代の始まりと云つぱ、天照大神、天の岩戸に籠もり給ひし時、天下常

闇になりしに、八百万の神達天香具山に集まり、大神の御心をとらんとて神楽を奏し、

細男
せいなう

を始め給ふ。なかにも、天鈿女命尊進み出て給ひて、榊の枝に幣
しで

を付けて、声

を上げ、火処
ほどろ

焼き、踏み轟かし、神懸かりすと謡ひ舞ひ奏で給ふ。その御声
おんごゑ

、ひそ

かに聞えければ、大神岩戸を少し開き給ふ。国土また明白たり。神達の御おもしろか

りけり。その時の御遊び、申楽の始めと云々。委しくは口伝にあるべし９ 
 

つまり「申楽の神代における始まりは、天照大神が天の岩戸にお籠もりになったとき、

世界がいつまでも暗黒になったので」「大神のご機嫌を直そうと」「神楽を奏し」「天の鈿女

命が進み出られ」「神懸かりで歌舞せられた。その声がかすかに聞こえたので、 大神は岩

戸をすこしお開けになった。すると、国中が再び明るく」なったという。また申楽のいわ

れについても、「聖徳太子は、後世のため、元来は『神楽』であったのを、神という字の偏

を除き、旁を残して申楽とせられた。申の字は暦の方でいうと申であるから、『さるがく』

と名付けられた。これは『楽しみ申す』という義でもあり、また、神楽を偏と旁とに分け
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たことにも依るのである」１０ということで、「申楽」とは、「楽しむこと」であったことも、

この文章からは伺われる。 
その後、６世紀後半から仏教受容に伴い、「仏教も最初に得度したのが司馬達等の娘の善

信尼などの三人の女性であったように、最初に受戒したのは圧倒的に尼が多い。しかしだ

んだん８・９世紀以後の律令制度の輸入に基づき、国家的宗教の規模を整えるに従って、

男性主導にかわっていくのである」１１と脇田がいっているが、このように仏教の受容と同

じく、神楽から発生した芸能も男性主導に変化していくようである。ちなみに宮廷神祇官

も『養老職員令』には、「神部・卜部として男性神職が規定されているが、巫女の『 御 巫
みかんなぎ

』

はいるにもかかわらず、『職員令』には出てこない。彼女らの祭祀上の重要性にもかかわら

ず、正式の官人ではなく、雑色人として位置づけられた」１２ということである。 

 

２、巫女としての役割 

 

「能楽の振興に半生を捧げた」１３といわれる池内信嘉（安政５年～昭和９年、1858～1934）

も『能楽と教育』の中で、「野口米二郎氏が謡曲文学といふ書の内に左の通り書いて居られ

ます」１４として以下のように引いている。 

 
舞という事は、殆ど東洋全体に亙って存在するシャマン教（ママ）の真髄であって、

この舞が高調に達して、我も人も無我意になった時が、真の宗教的境地である。この

シャバ世界を忘れ、差別相を超越して宇宙と融合し、宇宙の精神が自分の心に傳はり

流れて全く平等無差別になって仕舞う心持ちがそれであって、この種の心持ちは古代

ギリシャその他の古い音楽や戯曲にも現れてゐるが、その最も代表的なものは日本の

能楽であると言っても差し支へないと思ふ。能楽は実に人間的なものでなく、神らし

い清いものである１５ 

 
と舞におけるシャーマン的なあり方について述べている。また 

 
日本の古い傳説を見ると、日本人は天の岩戸の前でも祈祷の代わりに唯舞を舞って

ゐる。即ち神楽を行って居る。この楽は神道の本当の精神を現はしてゐるものであっ

て、神の心持ちになり、神とひとつになって神の力が全身に満ち渡るのを感づるキリ

スト教のサクラメントのやうな神秘的の儀式と見るべきものである１６ 

 
ともいう。ここではシャーマン的なあり方について、特に「女性」とはいっていないが、

脇田によれば、巫女については、「男巫も居たとはいえ、これは圧倒的に女性中心の職種」
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１７であったといい、古代・中世の芸術については「女性芸能者が優勢の世界であった」１８

と述べている。また鎌田東二の『神道用語の基礎知識』では男巫の存在も認めており、「巫

は巫女、覡は 男 巫
おとこみこ

のことで、このように男巫も古代より存在はしたが、神霊と交流し神

意を外部に伝え叙述的宗教的活動を行っていた者（シャーマン）の多くは女性であり、男

性よりも霊能力が優れているとみなされていたようである」１９といっている。舞踊におけ

る「シャーマン的なあり方」については、アジア全域にもみられるもので、『アジア舞踊の

人類学』では、宮尾慈良が、 

 
巫女がシャーマンとして祭りで神々と交霊し託宣を述べることはよく知られてい

る。その巫女には神と交霊する霊能力が賦与されているとされ、神が降りてきたとき

の身体の震えや動きに、誰もが神の行為をみてきた。その巫女の動作を神そのものと

みなし、それによって目に見えず、わたくしたちの生活を破壊させる邪なものが払わ

れるとし、今日でもそうした霊術能力の行為を信じている民族が多い２０ 

 
という。鎌田は、「神楽や舞楽、田楽、猿楽などさまざまな芸能的所作、流儀、流派が生ま

れてくる。その根源にはシャーマニズム的な儀礼の身振りがある。宗教と芸能の根源には

祟りと恋があると私は考えている」２１といって、祟りとは「立ち在り」すなわち折口信夫

のいう「神の示現」、であり、神懸かり状態になるなどして神霊が人々の前に姿を表すこと。

恋とは「魂乞ひ（請ひ）」、すなわち、神霊の出現を呼び出し、請い受けることから始まる

関係性であるという。脇田も 

 
中世の神社には巫女がいて、神仏習合した神々の信仰を支え、神楽を「法楽」とし

て奉納していた。また「歩き巫女」といわれるような、種種の神を祭りつつ歩く人々

がいて、底辺の信仰を支えていた。巫女だけでなく傀儡女
くぐつめ

、そこから出てきた白拍子

女、曲舞、それぞれ何らかの宗教性を持っていた。芸能を神仏が喜び、それによって

人々の願を納受して、人々を幸せにすると考えていてそのことによって彼女たちの生

活も守られていたのである２２ 

 
といっている。さらに「中世と近世の芸能の変化は、舞から踊りへ」２３というが、その違

いは宗教性か、享楽性か、ということであろうということで、「舞」と「踊り」の定義を、

ここで分けている。そして脇田は、「宗教性と享楽性が矛盾するものではない」２４ともいう。

また「中世を中心とする女性芸能者たちの世界は、宗教性を不可分にもっていた。神仏に

捧げて、神仏がその芸能に感動し、納受することで、人々に加護を与えるのである。神仏
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が感動したかどうかは、判定がつかない以上、人間すなわち観客が感動することによって

測られる。人間が感動するのは芸術性によるであろう。このように宗教性と芸術性が不可

分の世界が中世芸能の世界」２５なわけであった。 
 

３、鎌倉時代までの能楽 

 

『新訂増補能・狂言事典』「能・狂言史年表」によれば、能楽の初出が、 

 

   603（推古 11）年      猿楽が芸祖と仰ぐ秦河勝、聖徳太子護持の仏像を奉じて

蜂岡寺（太秦寺）を建立する。『日本書記』２６ 

 

とあり、これは『能・狂言図典』２７の「能の歴史」にも最初に上がっている項目と同じ

である。そこで奈良時代の 603 年から猿楽が歴史に登場すると見ることができるが、奈

良時代にはこのほかに以下のような出来事もあった。 

  

701（大宝１）年        雅楽寮制定。散楽の芸人養成のための散楽戸も設置され

る。（その後、民間猿楽の盛行もあってか、782 年に廃止

される『令義解』) 

    752（天平勝宝４）年   東大寺大仏開眼供養に唐散楽も参加する。『東大寺要録』

２８ 

 

また表章の『能楽と奈良』によれば、「日本の代表的な古典演劇であり、独特の様式や芸

質によって今や世界的評価の確立している能楽（能と狂言）」２９は、「その源流を奈良時代

に中国から渡来した散
さん

楽
がく

に発しており、奈良の地を母胎として日本に根づいたのみならず、

平安京への遷都後も日本の宗教・学芸の中心地だった奈良を主要な基盤として成長・発展

してきた芸能」３０であるとし、「能楽」とは、「歌舞劇の能とセリフ劇の狂言を一括して言

う明治以来の呼称で、古くはその芸をも芸人をも『猿楽』（サルガク・サルガウ）と呼ぶ」

３１のが常であったという。 

「能」という言葉については、「本来が才能・技能の意であり、専門的技能の持ち主の発想

するわざはすべて能であるが、それが猿楽のわざについて多用され、南北朝時代以後に猿

楽が芸の主体とした劇の形の芸をも同じ言葉で呼ぶ習わしになったため、能が劇形態の芸

を意味するようになった」３２という。 

中国の散楽は、もともと「宮廷で採用された正楽（雅楽）に対する語」３３であり、民間
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の音楽や芸能を意味していたが、「唐時代には曲芸・奇術・幻術の類が主体になり、音楽の

要素も濃かった」３４もので、それが奈良時代に日本に伝来し、「朝廷が散楽戸を設けて散楽

の芸人の養成にあたり、大寺の法会の際などに演じさせた」３５ものである。 

平安時代になると、散楽は、「日本古来の滑稽な物まねわざの比重が増し」３６芸質が変化

すると共に、「散」の字音が、「サル」に近い音で伝承されたと見え、「仮名では『さるがく』

または訛った形の『さるがう』と書かれ漢字でも『猿楽』と書く例が増加」３７するように

なった。同時に、宮廷の猿楽とは別に、「民間でも猿楽が盛んに演じられるようになった」

３８ために、「祇園祭や稲荷祭など人々の群集する祭礼が猿楽芸人の活躍する主要な機会であ

り、貴賤の人々の被
かず

け物によって彼らは生計を立てていた」３９という。 
794 年、平安遷都のときも「延暦寺初度供養に秦氏の楽人 66 人参加」４０しており、861

年には、「東大寺大仏修理に呪師の猿楽」もあり、同年「清和天皇相撲御覧のとき散楽」あ

り、863 年にも「神泉苑御霊会に散楽あり」という具合に猿楽・散楽は催され、1136 (保延

２)年には、「春日若宮 祭
おんまつり

始行され、田楽・猿楽も祭礼の行列に供奉する（春日若宮祭

礼記）」４１とある。 

その後、平安後期には民間の猿楽はかなり高度になり、「鎌倉時代以降に宮廷の猿楽が衰

え、自社の行事と結びついた民間の猿楽が主流になった」４２という流れがある。本来は猿

楽とは別の芸であった呪師
しゅし

と田楽も「相互に交流、影響し合い、能の発達に大きく寄与」４３

していったのだが、そもそも田楽とは、「田植え行事などの際に豊作を祈る農村の行事から

発展した芸能」４４であり、「人々に歓迎されて祭礼行事に進出し、10 世紀には専門の芸人

を輩出するほど」４５に発展していた。京都白河の本座や奈良の新座など、芸団的な組織で

ある座も、田楽においてはその頃すでに生まれていた。「そうした職業的な田楽の芸人が、

ササラ・鼓・笛などの楽器を伴奏とする田楽本来の歌舞・囃し物の他に、唐散楽系の高足・

刀玉などの曲芸をも吸収して演じていたのであり、逆に猿楽もまた田楽の芸を自分の芸に

移入していた」４６といわれる。 

呪師とは、もともとは「東大寺・興福寺などの大寺で執行されていた修正会や修二会の

際の密教的行法を担当した法呪師（僧侶の呪師）のこと」４７であった。「特に「『走り』と

呼ばれる軽快敏速な芸が人気を得、平安末期にはそれに従事する猿楽の芸人は普通の猿楽

よりも一段高い社会的地位を与えられていた」４８という。 

 鎌倉時代初期には、「すでに多くのサルガクの芸人が奈良で活動し」４９中頃になると、「滑

稽な物まねわざや言語諸要素が融合された劇形態の芸を持つようになった」５０と推定され

る。そして「現在も演じられている翁猿楽が鎌倉中期に成立していたことは確実である」５１

わけで、鎌倉時代末期になると、「猿楽といえば〈式三番〉と能とが主要な芸」５２といわれ、

世阿弥も「能の謡や舞の根元は〈式三番〉の主役たる翁の舞や謡いにあると説いている」５３。 
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 また猿楽と田楽を比較してみると、近似した芸になってはいたが、「田楽が一歩先んじて」

５４おり、「鎌倉将軍がわざわざ京都の本座や奈良の新座を呼び寄せて鑑賞した」５５といっ

ている。1150(久安６)年にも、「春日若宮祭りに、田楽の本座（白河）と新座が参加、興福

寺は僧二人を田楽頭に任命『春日若宮祭礼記』」しており、1247(宝治１)年には、「興福寺

維摩会
ゆいまえ

の後に延年があり、田楽・風流が演じられた『三会定一記』」ということである。さ

らに 1255(建長７)年には、「興福寺の薪猿楽、この年より以前に始まった『春日若宮祐茂記』」

５６ということである。翁猿楽の最古の記録は、弘安６（1283）年に興福寺の僧が猿楽を真

似たものといわれている。 

 
４、女性能楽の誕生 

 
ここまでの歴史の中では、古代において女性がシャーマン的な役割をはたし、神楽とは

密接にかかわっていたことは述べられているものの、女性の猿楽や田楽に関する特記すべ

き記述はない。しかし南北朝時代に入った 1349（貞和５）年 2 月 10 日に行われた春日若

宮臨時祭では、「春日社に奉仕する巫女や禰宜たちが、松之下渡りを終えた後に、若宮の拝

殿で猿楽や田楽を演じた」５７とあり、ここで初めて女性が歴史に登場する。 

この春日若宮臨時祭について、表の記述では、「能の具体的内容を伝える最古の記録で、

当時の能が劇としてかなり進歩していたことが知られる。素人の巫女や禰宜が猿楽や田楽

の専門の芸人に指南を受けた上で演じたのであり、そうした行為自体も能が人々の間で高

い人気を得ていたことを示して」５８いたという。つまり女性の能に関する最古の記録は「春

日神社の禰宜や巫女の所演である」５９というわけだが、当時、すでに高い人気を持つに至

っていたことがわかる。「春日若宮祭は、薪猿楽と並んで、後代に至るまで能の発達に寄与

し続けた行事」６０ともなり、ここでは、男女の区別、プロと素人の区別もなく演じられ、

「こうした素人能は禰宜や巫女のほかには武家、僧徒、町人まで及び、室町中期以降、そ

うした素人による演能が盛んになる」６１わけでもあり、能楽は発展していった。 

この春日若宮臨時祭についてもう少し詳しく見ると、巫女が演じたのは猿楽で、５人が

出る完全な形の翁猿楽に続いて、「『憲清（西行法師の俗名）が鳥羽殿で十首の歌を詠む』

曲と、『和泉式部の病気を紫式部が見舞う』曲を演じた」６２という。禰宜とは、「神主の下、

祝
はふり

の上に位する神職」６３のことだが、このとき、禰宜が演じたのは、「田楽で、田楽が冒

頭に演じられる習わしだった立合いの舞と、『村上天皇の臣下が入唐して琵琶の三曲を日本

に伝える』曲と、『斑足太子が普明王を捕らえる』曲」６４を演じたという。 

脇田によれば、この臨時祭の巫女の猿楽は、「まず宿所や拝殿からお渡りを行って、拝屋

に入り、猿楽は、まず『翁』を舞った」６５ということである。ただしそれは「『式三番』と
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いわれて千歳・翁・三番叟の三人で舞うものとは違って、冠者の君や父尉も出る鎌倉時代

からの翁舞」６６であったらしい。また「この猿楽能には、プロの藤大夫というものを招い

た」６７が、折しも「師匠の藤大夫は子息が死んで、服喪にあたり、拝殿などに上がれない

が、巫女たちはまったく支障なく拝殿で猿楽を行っている」６８という。 

大和猿楽の観阿弥が生まれたのは、1333（元弘３）年頃といわれるが、この女猿楽が行

われたのは、逆算してみれば観阿弥が 16 歳、17 歳頃といえるだろうか。観阿弥は「南都

の女曲舞の乙鶴から曲舞節を習い、謡曲に曲舞節を取り入れて成功した」６９わけである。

これについては後に詳細を述べる。さらにこの年は、「桟敷崩れの田楽の年」７０であった。

これは、春日若宮臨時祭４ヶ月後の 1349(貞和５)年６月に、「京都四条河原で四条橋建立の

ための大がかりな勧進田楽が催され、将軍足利尊氏や摂政二条良基らの貴顕も見物した。

本座・新座の出演である。この勧進田楽は座敷が崩れて多数の死傷者が出たことでも名高

い」７１というものであり、当時の田楽の人気を物語っているといえるだろう。 

 
５、観阿弥の登場 

 
田楽の優位は南北朝時代も続いた。それについて表は「観覧料を支払うことをいとわな

いほど田楽の芸（主として能）が魅力的だったからに違いあるまい」７２と推測している。

これは、「鎌倉幕府の執権北条高時による田楽の愛好に基を発する」７３わけだが、数多い猿

楽座の芸人が、「ときめく田楽両座を目標にわざを磨き、新興支配階級たる足利武将の支持

を獲得すべく競争したことが、おのずと能の質を高める結果になったようである」７４と考

えられる。ここで大和猿楽出身の初代観世大夫観世清次（1333～84）すなわち観阿弥の登

場となる。７５観阿弥は「その演技に於いて、大和猿楽の得意とする物まねを生かし、かつ

近江猿楽が旨とした幽玄の境地に到達し得た天才であり、且つ努力家でもあった」７６だけ

ではなく、加えて、「南北朝に流行した曲舞（白拍子系統の芸）の音曲に学んで、リズムの

面白さを加味した新しい謡を歌いだした」７７のが好評で、「観阿弥風の音曲が一世を風靡」

７８するに至るわけだが、その曲舞の音曲を観阿弥は「南都の百万という女曲舞の芸系を嗣

いでいた賀歌女
かがじょ

（乙鶴とも）に学んでいる（『五音』）」７９のである。「文和２（1353）年に

賀々女（賀歌女と同人であろう）が亡父の 33 回忌の法要を興福寺で営んだ際の諷誦文
ふじゅもん

が大

乗院文書に残っている」８０ことから、賀歌女も「師の百万と同じく奈良の芸人だった可能

性が強く、観阿弥が彼女に音曲を学んだのも奈良においてであろう」８１と表は推測する。

脇田も、 

 
能楽『百万』は観阿弥が作り、得意とした「嵯峨の大念佛の女物狂能」を世阿弥が
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改作したものであるが、観阿弥は曲舞の師匠ともいうべき乙鶴の、そのまた流祖であ

る「百万」を敬愛していて、この曲を作ったと思われる。そしてまた世阿弥が書いて

いるように、この百万の末流の女曲舞の賀歌女の家は、祇園祭の「久世舞車」の上で

舞うことになっていた「家」であった８２ 

 
といっている。このような「曲舞の習得と併せて、観阿弥が芸能界の第一人者の地位を獲

得するだけの実力を身につけたのは、奈良で活動した期間であると解して誤りあるまい」８３

と表も推測しているところから、観阿弥が、この女性から多くの技を学んだことは間違い

なさそうである。また岩崎雅彦も「烏帽子姿の女体能――白拍子・女曲舞・女物狂い――」

の中で、「女曲舞は鎌倉末期から南北朝期にかけて、衰退してきた白拍子に代わって現れた

芸能で、周知のように、その音曲は猿楽能に取り入れられて『クセ』という小段名として

残っている。この曲舞の音曲を猿楽能にとりいれたのは観阿弥」８４ともいう。岩崎は、「白

拍子を最初に能に登場させたのは観阿弥であると考えてさしつかえあるまい。観阿弥は白

拍子である静御前の風体を参考にして作った可能性が考えられる」８５ともいっている。 

 
６、女猿楽の人気 

 
猿楽も田楽も興行経営を合理化するために、12 世紀中頃から 13 世紀中頃にかけて、同

業組合的な組織、すなわち、「座」を持つようになる。それらの座は、たくさん結成されて

いたものの、「彼らを経済的に保護していた寺社は、14 世紀の末頃から、だんだん財政が

逼迫し、猿楽などにまで手が回りかねるようになって、猿楽の保護育成は、武家のほうへ

移っていった」８６のである。この頃から「結崎座が観世座、外山
と び

座が宝生座、円満井座が

金春座、坂戸座が金剛座」８７と呼ばれるようになり、「スター役者やその後継者を興福寺の

衆徒が『大夫
たゆう

』に任命する慣習」８８もあったらしく、「観阿弥が興福寺衆徒から大夫に任命

されたことは確か」８９であるという。脇田によれば、「大和には往年、５つもの曲舞座があ

り、女曲舞は、そのひとつに過ぎなかったが、世阿弥が書いたころには、もう衰退してし

まって、女曲舞だけであった」９０という。しかし曲舞座などの芸能座は、「勧進場とか舞場

といわれるような場所に興行権を持っていて、それらの場所を巡業しつつ興行していた」９１

わけで、京都ではすでに「祇園会の曲舞車は、南北朝期の 1347（貞和３）年に出て将軍足

利も見物した記事が見られる（『師守記』）」９２。 

さらに室町時代になると、京都では 1423（応永 30）年に、「六角堂の与八という男が企

画した勧進曲舞」９３があり、「まず男が露払いの舞を舞い、次に 14、５歳の児が舞い、次

に女が一番舞う。次に児と女の立ち会い舞があった。座衆は十余人であったとのことであ
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る。男女混合の座であったらしく、女が立ち役者であったらしい。芝居だけとして計算し

ても、１日 50 貫文という莫大な収益であった」９４と記されている。このころは男女混合

の曲舞が行われていたのである。『能・狂言事典』によれば、「職業的手猿楽中の異色とし

て永享年間（1429～41）から資料に見えるのが女猿楽である。いずれの記録も勧進猿楽で

あるが、男性役者を常態とする能を女が演ずる点に見物の好奇心が集まったようで、1432

年西国から上洛の女猿楽一座などは『観世などにも劣らず』（看聞御記）と評されている」

９５とある。また脇田も 

 
プロの『女猿楽』の語の所見は、『看聞日記』の 1432（永享 4）年 10 月 10 日の

記事である。鳥羽で西国から来た女猿楽の勧進が行われるので、筆者の貞成親王の家

臣たちが見物に行った。帰ってきていうのには、女が 5～7 人で、囃しや 咲
おかし

（狂言）

は男であった。歌舞は殊勝で、遊君のような音声で、観世などにも劣らない。桟敷を

63 間打って雑人が充満して数を数えられないほどだという９６ 

 
と書いており、「女猿楽も通常の桟敷を打って、4 ヶ月興行して満員だったよう」９７であり、

「『女猿楽稀代珍しきことか』と書かれている。これらの記述から見ても、女猿楽は人気が

あったようである。この女猿楽は、大名の赤松氏の贔屓を得て、赤松屋形で練習をして、

赤松氏が費用などを出して斡旋して、室町殿（将軍屋形）で猿楽三番を上演している」９８と

いうことでもある。 

小笠原恭子も『出雲のおくに』の中で、この女猿楽に触れ、「女性の演じる能も、このこ

ろ大きな人気を集めていた。観世・金春をはじめ、猿楽の座には女性はいないが、女の大

夫を売り物とした女房能と呼ばれる座は、1432（永享 4）年 10 月、世阿弥の在世中、すで

に京にあらわれている」９９と書いている。ここでは「女房能」という言葉が使われている。

しかし「囃子や狂言は男であった」１００ということでもあり、先に脇田の引用でも詳細を

述べた。この一座は、「たぶん重賢の斡旋でもあろうか、ついに室町殿、すなわち将軍の御

前演奏に招かれ、そこで観世太夫も見ている前で、堂々三番の能を演じ、沢山のご褒美を

頂戴して帰った」１０１ということで、「これは将軍公認の観世の太夫とも比肩すべき、立派

な能だった」１０２のである。 

また 1436（永享８）年閏５月上旬に、京都の臨川寺
りんせんじ

が勧進元となり、「女能が興行され

た記録があり」「正式に文書をもって将軍が許可した興行でもある『蔭 涼 軒 日 録
いんりょうけんにちろく

』」１０３

とある。加えて「閏５月 24 日にも桂川の河原で女太夫の猿楽勧進能があり『東寺執行日記』」

１０４、これは将軍義教の許可を受けて桂河原で勧進興行をしているが、「法師が見ることは

禁じた」１０５という。『春日神主祐範記』にも「『女猿楽の能を寺僧見物は沙汰の限りなり、
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末世に成下がる故なり』といわれているのから見て、やはり好色を刺激するものがあった

のであろう」１０６と脇田は推測する。ただし、それゆえの人気もあったようで、1436（永

享 8）年 5 月には、押すな押すなの人があふれ、見物客の間に大喧嘩がおき、男女死者多

数を出す大惨事になったので、この興行は中止になったようである。１０７ 

将軍義政も女猿楽は好きな様子であり、「文正元年（1466）2 月 23 日にも、八条堀川で

勧進していた越前の女猿楽を御所に召し」１０８ている。これは、「観世大夫阿弥と同座で演

じさせたというので、話題となった」１０９というものである。「この一座も囃子方と狂言は

男で、越前から上洛したと称していた（『蔭涼軒日録』『政家公記』）」１１０という。この女

猿楽は、「後日、院御所にも召されている」１１１らしい。 

1477（文明 9）年から残っている宮廷の女官の公式記録『お湯殿の上の日記』によると、

「文明 9 年閏正月 12 日条などには、天皇家はたびたび尼真盛という曲舞女を召して謡わせ

ている」１１２と書かれ、「その後も永正・天文頃にも、夕霧とその子の朝霧という女曲舞の

ことが見えている」１１３とある。また信長・秀吉の頃になると、「女舞笠屋という一派」１１４

があり、京都四条芝居の名代の名付けでは、「女舞大頭柏木、女舞笠屋三勝、女舞笠屋新勝、

女舞吉かつ、女舞たちやおくに」（『京都お役所向対外覚書』巻二）１１５があがった。とは

いえその後、曲舞は「全体に歌舞伎や浄瑠璃の隆盛におされて衰退していった」１１６ので

ある。 

 
７、世阿弥の大成 

 
さて 14、15 世紀に観阿弥・世阿弥によって大成された能について、その形態を考察する

ならば、野上豊一郎が、『能楽概説』のなかで、「能樂は、詩と音樂と舞踊の綜合藝術であ

る」１１７と述べている。能楽を語るとしたら、「能樂の詩としての美しさ」１１８「能楽を構

成する音樂（囃子）」の特殊な美しさ」１１９に加え、「能樂の舞踊の美しさは繪畫的といふ

よりは彫刻的で、平面的といふよりは立體的で、その律動的基本をなすものは日本民族特

有の完成から来たものである」１２０というものである。そして「能樂は藝術的ヂャンルと

して考へれば、いちじるしく中世的形相に特色づけられて、叙述成分を多分に包有する奇

異の提示藝術」１２１であり、「精神的向上を示した點に於いては、世界を通じて容易に類比

を見ることのない最高級の民族的製作といふも過言ではなく、われわれが今後に興るべき

民族的藝術を豫想する時、それから多大の使嗾を期待し得るであらうことは幸福といはね

ばならぬ」１２２といっている。これらの記述の中に、世阿弥の時代から培われてきた能楽

の特殊性と特異性とが、端的に言い表されているのではないか。 

小西甚一も猿楽と能との違いについて、猿楽（散楽）のなかに「多分 11 世紀後葉ごろか
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ら、劇的所作が発生」したが、それは「能」と同じではなく、「能とは劇的所作のほかに音

曲と舞踊の加わった綜合的な楽舞劇」であり、そういう意味の能が素朴ながら成立したの

は、「13 世紀の中頃と推定される」１２３といっている。そして、「猿楽の能を田楽の能以上

のものにまで磨きあげ、ついに、能といえばすなわち猿楽の能をさすほどの流行藝にした

のは、観阿弥と世阿弥の父子である」１２４という。観阿弥は、「庶民的な『このみ』をちゃ

んと心得、それに応ずるような作能と演出をあざやかにやってのけ、同時に、貴族の高い

鑑賞批評眼にも堪え得るような藝術を創り出した」１２５のである。 

野上もまた「観阿彌の藝統を繼いだ世阿彌は能藝に決定的の修正を加へて、遂に今日の

能樂の基礎を築いた」１２６といい、さらに観世寿夫も「観阿弥、世阿弥につづいて、観世

十郎元雅、金春禅竹といった天才的な芸術家が輩出し、これらの人びとは、それ以前に伝

えられた多くの先行芸能を受け継ぎ、取り入れて、彼らの素芸である猿楽を仕立て直した」

といっている。そして「演劇と音楽と舞踊という、舞台芸術としての三大要素をみごとに

融合させた総合演劇を作り上げただけではなく、禅の思想や和歌の道などから学んだもの

をも加えて、能というものに、それまでの芸能にはなかった理念と美学を与えたのだとい

える」１２７と加える。こうして、観阿弥、世阿弥父子によって創り上げられた「猿楽の能」

は、「ことに世阿弥の草案になる夢幻能という形において完成する。それまでの長い期間、

それは中国から輸入された散楽といった、半ば、曲芸に近い芸術から幼稚な寸劇の形をと

る猿楽となり、しだいに歌謡的な要素が加味されて猿楽の能となって」１２８いったわけで

ある。世阿弥の夢幻能についていえば、「父観阿弥の業績を受け継いで、より深い観点から

演劇、音楽、舞踊、といった三つの要素を融合」させただけではなく、これに一貫したテ

ーマを持たせ、構成法としては、「先行芸能中の語り物の方法を洗い直して中心に据え、詩

劇として仕上げたもの」として大成されていく。「戯曲としての一貫性、舞台上に表出され

る事物の抽象の仕方、そして底を貫いて流れる美学、それらこそが、世阿弥の夢幻能の土

台であり、それが能のこれほど長い生命力の源」１２９になっていると観世寿夫はいう。 

小西もまた世阿弥によって完成された能楽の特質として、「徹底した理念芸術」１３０をあ

げ、「世阿弥の表現しようとした美は、天上のものであって、人間臭を極度に嫌う。純粋な

『雅』の世界」１３１であったといっている。ただし、世阿弥が 71 歳の時に書いた『却来花』

（1433）では、「唯美的な『雅』の表現を究めつくした果てに、もう一度初心の境に還って

演ずる真実な『俗』の世界であるらしい」１３２とも付け加えている。 

ちなみに『能・狂言事典』によると、「夢幻能」については「世阿弥は夢幻能の作劇法を

序一段・破三段・急一段の序破急五段としたうえで、各段の演技内容や音曲の基準を示し」

１３３たとし、「いずれも定型的脚本様式を踏まえながら、素材や主題に応じた変化が見られ、

主題、文辞ともに完成度の高い傑作ぞろいである」１３４とある。加えて、「近年、劇として
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の能を見直す動きが高まり、能の作劇法と演技はヨーロッパや日本の現代演劇に多くの刺

激や影響を与えてきた。その中心となったのが夢幻能であり、とりわけ〈意識の流れ〉を

顕在化する手法は内外で高い評価を受けている」１３５というものである。 

とはいえ、現在、私たちが能を鑑賞するさいに注意しなくてはならないことがある。そ

れは、観世寿夫がいうように、「能は必ずしも、世阿弥がせっかく築いておいたレールの上

をまっすぐに進んできたわけではなかった」１３６ということなのである。それは 600 年以

上の年月が経過している今、ある意味では、当然のことともいえようが、そのうち約 260

年間継続した江戸時代を通して、能には、ある種の「特殊性」が作られていったわけであ

り、そこには女性達が入り込む余地が与えられなかったといってよい。 

 

８、まとめ 

 
本論文では能の起源から観阿弥・世阿弥によって大成されるまでにおける、女性と能楽

の歴史を辿った。鎌倉の初期には「能楽の原型というべき初期芸能が行われていた」と野

上豊一郎はいうが、それ以前に脇田は、「我が国の伝統芸能の根源は神楽に始まる」といい、

天鈿女命の例を出している。これは世阿弥も『風姿花伝』に書いていることであり、古代

から女性は巫女としての役割を担ってきた。池内信嘉も女性とは特定してはいないものの、

能の舞における「シャーマン的の真髄」について述べている。鎌田東二は、確かに「男巫」

も古代からいたものの、神霊と交流し、叙述的宗教的な役割を担ってきたのは女性で、女

性の霊能力は男性よりも優れていたと見なされてきたのではないかという。 

 女性能楽の誕生としては、1349（貞和５）年が初出となるが、観阿弥は南北朝に流行し

た曲舞（白拍子系の芸）の音曲に学んでおり、南都の百万という女曲舞の芸系を嗣いでき

た賀歌女に学んでいる。当時の女性演能は咎められている様子もなく、1423（応永 30）年

頃には、男女混合での勧進曲舞などが催されており、永享年間（1429～41）の女猿楽では、

「観世などにも劣らず」といわれる女猿楽一座もあったようである。1436（永享８）年に

は、「押すな押すなの人が溢れ、男女死者多数を出す騒ぎにもなった」というほど人気があ

り、将軍義政も女猿楽は好きな様子で、わざわざ御所に召したという記録も残っているし、

天皇家もたびたび曲舞女を召して謡わせていたという。 

 観阿弥・世阿弥によって能は大成され、演劇と音楽と舞踊という舞台芸術の三大要素を

融合させた。総合演劇となったそればかりでなく、禅や和歌の道などから学び、今までの

芸能にはなかった理念と美学を加えていった。とはいえ、初期段階における女性と能楽の

関係は本質的なところで関係があると考察された。 
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